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１．緒言 

 波多野（2006）によれば，子が幼少期・小学

校期にある場合には，健康体力に関わる親の意

識や行動が子に直接的に影響を及ぼす傾向が

あるとされている.また，金子（2008）は「子

ども向けのスポーツ活動の場合，入会や脱退の

権限は，子どもの自発的な意思というより，親

が決定する場合が多い」と指摘しており，子ど

もの運動・スポーツ活動に関して保護者の意向

が強く働いていることが明らかである．そこで,

本研究では，子どもの運動・スポーツ活動に対

する保護者の意識および期待を明らかにする

ために，子ども・保護者両者のスポーツ活動実

態，スポーツに対する意識等に関するアンケー

ト調査を実施した． 

 

２．研究方法 

 上記の課題を検討するため，総合型地域スポ

ーツクラブ Tクラブ（以下 Tクラブ）のバレー

ボール教室に通う子どもの保護者を対象にア

ンケート調査を行った.  

配布数：40件 回収数：21件 

回収率：52.5％ 

 

３．結果と考察 

１）子どもと保護者のスポーツ実施について 

Tクラブ以外でも運動・スポーツを実施して

いる子どもは 13 名（61.9％）となっており，

実施種目については，バレーボールが 10 名

（87％）であった．また，実施頻度についてみ

ていくと，Tクラブよりも，クラブ外の部活動

の活動頻度が高くなっており，Tクラブでの活

動は，部活動でバレーボールを行っている子ど

もにとっては特に，部活動での競技力をさらに

高めるため，もしくは補足するための活動にな

っているものと考えられる．また，保護者につ

いてみていくと，定期的に運動を実施している

保護者は 11 名（52.4％）であった．T クラブ

の保護者の運動・スポーツ実施種目については，

バレーボール 8名となっており，保護者自身も

バレーボール経験者が多いことが明らかであ

る．これは,保護者のスポーツ活動の影響が直

接子どもに影響するという先行研究と同様の

結果を示しており，子どもが実施しているスポ

ーツ種目は，親の影響を受けているものと推察

される. 

 

２）保護者の意識 

 保護者の子どものスポーツ活動に対する意

識について，保護者自身の定期的な運動実施の

有無でみていくと，実施有群では「競技力向上」

9名（43％）が最も高く，実施無群では「健康

づくり・体力向上」6名（33％）が最も高いこ

とから，保護者自身の実施種目と子どもの種目

選択との関係性と同様に，保護者のスポーツ経

験によって子どものスポーツに対する意識が

異なっているものと考えられる． 

 

４．おわりに 

調査結果より，定期的な運動を行っている保

護者の大多数がバレーボールを行っており，子

ども自身の種目選択は，少なからず保護者の影

響を受けているものと推察された.また，子ど

ものスポーツに対する意識については，定期的

に運動を行っている保護者において競技的に

取り組んでもらいたいという意向が強い一方

で，定期的な運動習慣がない保護者に関しては，

健康づくりとしてのスポーツが意識されてい

る傾向がみられた．子どものスポーツ活動の充

実，課題を検討するに当たっては，これらのよ

うに，保護者自身の運動経験およびスポーツに

対する意識の検討が重要といえるのではない

だろうか． 

本研究の課題として，調査対象者が少数であ

るため十分な考察を行うことができなかった

ことが挙げられ，今後より詳細な調査を行って

いきたいと考えている． 
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